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市第 118 号議案 

   横浜市職員に対する期末手当及び勤勉手当に関する条例 

   等の一部改正 

 横浜市職員に対する期末手当及び勤勉手当に関する条例等の一部

を改正する条例を次のように定める。 

   令和７年２月７日提出 

                 横浜市長 山 中 竹 春 

横浜市条例（番号） 

   横浜市職員に対する期末手当及び勤勉手当に関する条例 

   等の一部を改正する条例 

 （横浜市職員に対する期末手当及び勤勉手当に関する条例の一部

改正） 

第１条 横浜市職員に対する期末手当及び勤勉手当に関する条例（

昭和31年12月横浜市条例第48号）の一部を次のように改正する。 

  第２条の２第３号及び第４号並びに第２条の３第１項第１号及

び第３項第１号中「禁錮
こ

」を「拘禁刑」に改める。 

 （横浜市退職手当条例の一部改正） 

第２条 横浜市退職手当条例（昭和24年８月横浜市条例第40号）の

一部を次のように改正する。 

  第11条の５第１項第１号及び第５項第２号、第11条の６の見出

し及び同条第１項第１号、第11条の７第１項第１号並びに第11条

の９第４項中「禁錮
こ

」を「拘禁刑」に改める。 

 （横浜市退職年金及び退職一時金に関する条例の一部改正） 

第３条 横浜市退職年金及び退職一時金に関する条例（昭和24年８

月横浜市条例第39号）の一部を次のように改正する。 
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 第５条中「各号の一」を「いずれか」に改め、同条第２号中「

懲役又は禁錮の刑」を「拘禁刑」に改め、同条第４号中「禁錮」

を「拘禁刑」に改め、同号ただし書中「但し」を「ただし」に改

める。 

  第12条第３号中「禁錮」を「拘禁刑」に改める。 

第17条中「各号の一」を「いずれか」に改め、同条第２号中「

禁錮」を「拘禁刑」に改める。 

  第21条第１項中「各号の一」を「いずれか」に改め、同項第２

号本文中「禁錮」を「拘禁刑」に、「終り」を「終わり」に改め 

、同号ただし書中「但し」を「ただし」に、「言い渡し」を「言

渡し」に、「取り消し」を「取消し」に、「終り」を「終わり、

」に改める。 

（横浜市中央卸売市場条例の一部改正） 

第４条 横浜市中央卸売市場条例（令和元年12月横浜市条例第36号 

）の一部を次のように改正する。 

  第９条第５項第５号イ、第20条第４項第２号、第26条第５項第 

４号イ及び第37条第４項第２号中「禁錮」を「拘禁刑」に改める

。 

 （横浜市生活環境の保全等に関する条例の一部改正） 

第５条 横浜市生活環境の保全等に関する条例（平成14年12月横浜

市条例第58号）の一部を次のように改正する。 

  第 159 条から第 161 条の２までの規定中「懲役」を「拘禁刑」

に改める。 

 （横浜市斜面地における地下室建築物の建築及び開発の制限等に

関する条例の一部改正） 
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第６条 横浜市斜面地における地下室建築物の建築及び開発の制限

等に関する条例（平成16年３月横浜市条例第４号）の一部を次の

ように改正する。 

  第13条中「懲役」を「拘禁刑」に改める。 

 （横浜市開発事業の調整等に関する条例の一部改正） 

第７条 横浜市開発事業の調整等に関する条例（平成16年３月横浜

市条例第３号）の一部を次のように改正する。 

  第42条第１項中「懲役」を「拘禁刑」に改める。 

 （横浜市屋外広告物条例の一部改正） 

第８条 横浜市屋外広告物条例（平成23年３月横浜市条例第13号）

の一部を次のように改正する。 

  第54条中「懲役」を「拘禁刑」に改める。 

（横浜市消防表彰条例の一部改正） 

第９条 横浜市消防表彰条例（昭和23年10月横浜市条例第58号）の

一部を次のように改正する。 

  第５条中「禁錮」を「拘禁刑」に改める。 

 （横浜市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一

部改正） 

第10条 横浜市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例

（昭和26年12月横浜市条例第65号）の一部を次のように改正する 

。 

  第４条中「各号の一」を「いずれか」に改め、同条第１号中「

禁錮」を「拘禁刑」に改める。 

第５条中「各号の一」を「いずれか」に改め、同条第４号中「

禁錮」を「拘禁刑」に改める。 
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 （横浜市消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部改

正） 

第11条 横浜市消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例（昭

和39年６月横浜市条例第86号）の一部を次のように改正する。 

  第６条中「各号の一」を「いずれか」に改め、同条第１号中「

禁錮
こ

」を「拘禁刑」に改め、同条第４号中「前各号」を「前３号

」に改める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和７年６月１日から施行する。 

 （罰則の適用等に関する経過措置） 

２ この条例の施行前にした行為の処罰については、なお従前の例

による。 

３ この条例の施行後にした行為に対して、横浜市生活環境の保全

等に関する条例の一部を改正する条例（平成31年２月横浜市条例

第９号）附則第５項の規定によりなお従前の例によることとされ

る罰則を適用する場合において、当該罰則に定める刑のうち刑法

等の一部を改正する法律（令和４年法律第67号）第２条の規定に

よる改正前の刑法（明治40年法律第45号）第12条に規定する懲役

（有期のものに限る。）は、長期及び短期を同じくする有期拘禁

刑とする。 

 （横浜市職員に対する期末手当及び勤勉手当に関する条例の一部

改正に伴う経過措置） 

４ 刑法等の一部を改正する法律及び刑法等の一部を改正する法律

の施行に伴う関係法律の整理等に関する法律（令和４年法律第68
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号）並びにこの条例（次項において「刑法等一部改正法等」とい

う。）の施行前に犯した禁錮以上の刑（死刑を除く。次項におい

て同じ。）が定められている罪につき起訴をされた者は、第１条

の規定による改正後の横浜市職員に対する期末手当及び勤勉手当

に関する条例第２条の３第１項（第１号に係る部分に限る。）及

び第３項の規定の適用については、拘禁刑が定められている罪に

つき起訴をされた者とみなす。 

 （横浜市退職手当条例の一部改正に伴う経過措置） 

５ 刑法等一部改正法等の施行前に犯した禁錮以上の刑が定められ

ている罪につき起訴をされた者は、第２条の規定による改正後の

横浜市退職手当条例第11条の５第１項及び第５項、第11条の６第

１項（第１号に係る部分に限る。）、第11条の７第１項（第１号

に係る部分に限る。）並びに第11条の９第４項並びに横浜市退職

手当条例第11条の９第３項の規定の適用については、拘禁刑が定

められている罪につき起訴をされた者とみなす。 

 

提 案 理 由 

 刑法等の一部改正に伴い関係規定の整備を図る等のため、横浜市

職員に対する期末手当及び勤勉手当に関する条例等の一部を改正し

たいので提案する。 
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参  考  

   横 浜 市 職 員 に 対 す る 期 末 手 当 及 び 勤 勉 手 当 に 関 す る 条 例 

（ 抜 粋 ）  

                     上 段  改 正 案    
                    (下 段  現  行) 

第 ２ 条 の ２  次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 に は 、 給 与 条 例 第 20  

条 第 １ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 各 号 の 基 準 日 に 係 る 期 末 手 当 

（ 第 ４ 号 に 掲 げ る 者 に あ っ て は 、 そ の 支 給 を 一 時 差 し 止 め た 期 末 

手 当 ） は 、 支 給 し な い 。 

   （ 第 １ 号 及 び 第 ２ 号 省 略 ） 

(3)  基 準 日 前 １ 箇 月 以 内 又 は 基 準 日 か ら 当 該 基 準 日 に 対 応 す る 支 

給 日 の 前 日 ま で の 間 に 離 職 し た 職 員 （ 前 ２ 号 に 掲 げ る 者 を 除 く 

                                                                       拘 禁 
。） で 、 そ の 離 職 し た 日 か ら 当 該 支 給 日 の 前 日 ま で の 間 に 

                              

  刑 
    以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た も の 

 

(4)  次 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 期 末 手 当 の 支 給 を 一 時 差 し 止 め る 処 

分 を 受 け た 者 （ 当 該 処 分 を 取 り 消 さ れ た 者 を 除 く 。） で 、 そ の 

                    拘 禁 刑 
者 の 在 職 期 間 中 の 行 為 に 係 る 刑 事 事 件 に 関 し    以 上 の 刑 に 
                     

処 せ ら れ た も の 

第 ２ 条 の ３  任 命 権 者 は 、 支 給 日 に 期 末 手 当 を 支 給 す る こ と と さ れ 

て い た 職 員 で 当 該 支 給 日 の 前 日 ま で に 離 職 し た も の が 次 の 各 号 の 

い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は 、 当 該 期 末 手 当 の 支 給 を 一 時 差 し 止 め 

る こ と が で き る 。 

(1)  離 職 し た 日 か ら 当 該 支 給 日 の 前 日 ま で の 間 に 、 そ の 者 の 在 職 

期 間 中 の 行 為 に 係 る 刑 事 事 件 に 関 し て 、 そ の 者 が 起 訴 ( 当 該 起 

          拘 禁 刑 
訴 に 係 る 犯 罪 に つ い て    以 上 の 刑 が 定 め ら れ て い る も の に 
           

限 り 、 刑 事 訴 訟 法 （ 昭 和 23 年 法 律 第 131 号 ） 第 ６ 編 に 規 定 す る 

禁 錮
こ

 

禁 錮
こ

 

禁 錮
こ
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略 式 手 続 に よ る も の を 除 く 。 第 ３ 項 に お い て 同 じ 。） を さ れ 、 

そ の 判 決 が 確 定 し て い な い 場 合 

 （ 第 ２ 号 及 び 第 ２ 項 省 略 ） 

３  任 命 権 者 は 、 一 時 差 止 処 分 に つ い て 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 

当 す る に 至 っ た 場 合 に は 、 速 や か に 当 該 一 時 差 止 処 分 を 取 り 消 さ 

な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 第 ３ 号 に 該 当 す る 場 合 に お い て 、 一 

時 差 止 処 分 を 受 け た 者 が そ の 者 の 在 職 期 間 中 の 行 為 に 係 る 刑 事 事 

件 に 関 し 現 に 逮 捕 さ れ て い る と き そ の 他 こ れ を 取 り 消 す こ と が 一 

時 差 止 処 分 の 目 的 に 明 ら か に 反 す る と 認 め る と き は 、 こ の 限 り で 

な い 。   

(1)  一 時 差 止 処 分 を 受 け た 者 が 当 該 一 時 差 止 処 分 の 理 由 と な っ た 

            拘 禁 刑 
行 為 に 係 る 刑 事 事 件 に 関 し    以 上 の 刑 に 処 せ ら れ な か っ た 
               

場 合 

 （ 第 ２ 号 、 第 ３ 号 、 第 ４ 項 及 び 第 ５ 項 省 略 ） 

 

横 浜 市 退 職 手 当 条 例 （ 抜 粋 ）  

                     上 段  改 正 案    
                    (下 段  現  行) 

 （ 退 職 手 当 の 支 払 の 差 止 め ） 

第 11 条 の ５  退 職 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 

、 当 該 退 職 に 係 る 退 職 手 当 管 理 機 関 は 、 当 該 退 職 を し た 者 に 対 し 

、 当 該 退 職 に 係 る 一 般 の 退 職 手 当 等 の 額 の 支 払 を 差 し 止 め る 処 分 

を 行 う も の と す る 。 

                                                                                                                 拘  
(1)  職 員 が 刑 事 事 件 に 関 し 起 訴 （ 当 該 起 訴 に 係 る 犯 罪 に つ い て 
                             

 禁 刑 
以 上 の 刑 が 定 め ら れ て い る も の に 限 り 、 刑 事 訴 訟 法 （ 昭 和 

                     

23 年 法 律 第 131 号 ） 第 ６ 編 に 規 定 す る 略 式 手 続 に よ る も の を 除 

禁 錮
こ

 

禁  

錮
こ
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く 。 以 下 同 じ 。） を さ れ た 場 合 に お い て 、 そ の 判 決 の 確 定 前 に 

退 職 を し た と き 。 

      （ 第 ２ 号 及 び 第 ２ 項 か ら 第 ４ 項 ま で 省 略 ） 

５  第 １ 項 又 は 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 支 払 差 止 処 分 を 行 っ た 退 職 手 当 

管 理 機 関 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る に 至 っ た 場 合 に は 、 

速 や か に 当 該 支 払 差 止 処 分 を 取 り 消 さ な け れ ば な ら な い 。 た だ し 

、 第 ３ 号 に 該 当 す る 場 合 に お い て 、 当 該 支 払 差 止 処 分 を 受 け た 者 

が そ の 者 の 基 礎 在 職 期 間 中 の 行 為 に 係 る 刑 事 事 件 に 関 し 現 に 逮 捕 

さ れ て い る と き そ の 他 こ れ を 取 り 消 す こ と が 支 払 差 止 処 分 の 目 的 

に 明 ら か に 反 す る と 認 め る と き は 、 こ の 限 り で な い 。      

（ 第 １ 号 省 略 ）                 

(2)  当 該 支 払 差 止 処 分 を 受 け た 者 に つ い て 、 当 該 支 払 差 止 処 分 の 

理 由 と な っ た 起 訴 又 は 行 為 に 係 る 刑 事 事 件 に つ き 、 判 決 が 確 定 

     拘 禁 刑 
し た 場 合 （    以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た 場 合 及 び 無 罪 の 判 決 が 
      

確 定 し た 場 合 を 除 く 。） 又 は 公 訴 を 提 起 し な い 処 分 が あ っ た 場 

合 で あ っ て 、 次 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 処 分 を 受 け る こ と な く 、 

当 該 判 決 が 確 定 し た 日 又 は 当 該 公 訴 を 提 起 し な い 処 分 が あ っ た 

日 か ら ６ 月 を 経 過 し た 場 合 

   （ 第 ３ 号 及 び 第 ６ 項 か ら 第 10 項 ま で 省 略 ） 

           拘 禁 刑 
 （ 退 職 後       以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た 場 合 等 の 退 職 手 当 の 支 給 制 
            

限 ） 

第 11 条 の ６  退 職 を し た 者 に 対 し ま だ 当 該 退 職 に 係 る 一 般 の 退 職 手 

当 等 の 額 が 支 払 わ れ て い な い 場 合 に お い て 、 次 の 各 号 の い ず れ か 

に 該 当 す る と き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退 職 手 当 管 理 機 関 は 、 当 該 退 

職 を し た 者 （ 第 １ 号 又 は 第 ２ 号 に 該 当 す る 場 合 に お い て 、 当 該 退 

禁 錮
こ

 

禁 錮
こ
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職 を し た 者 が 死 亡 し た と き は 、 当 該 一 般 の 退 職 手 当 等 の 額 の 支 払 

を 受 け る 権 利 を 承 継 し た 者 ） に 対 し 、 第 11 条 の ４ 第 １ 項 に 規 定 す 

る 事 情 （ 当 該 退 職 を し た 者 が 占 め て い た 職 の 職 務 及 び 責 任 、 当 該 

退 職 を し た 者 の 勤 務 の 状 況 、 当 該 退 職 を し た 者 が 行 っ た 非 違 の 内 

容 及 び 程 度 、 当 該 非 違 に 至 っ た 経 緯 、 当 該 非 違 後 に お け る 当 該 退 

職 を し た 者 の 言 動 、 当 該 非 違 が 公 務 の 遂 行 に 及 ぼ す 支 障 の 程 度 並 

び に 当 該 非 違 が 公 務 に 対 す る 信 頼 に 及 ぼ す 影 響 を い う 。 以 下 同 じ 

。） 及 び 同 項 各 号 に 規 定 す る 退 職 を し た 場 合 の 一 般 の 退 職 手 当 等 

の 額 と の 権 衡 を 勘 案 し て 、 当 該 一 般 の 退 職 手 当 等 の 全 部 又 は 一 部 

を 支 給 し な い こ と と す る 処 分 を 行 う こ と が で き る 。 

(1)  当 該 退 職 を し た 者 が 刑 事 事 件 （ 当 該 退 職 後 に 起 訴 を さ れ た 場 

合 に あ っ て は 、 基 礎 在 職 期 間 中 の 行 為 に 係 る 刑 事 事 件 に 限 る 。 

          拘 禁 刑 
） に 関 し 当 該 退 職 後 に    以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た と き 。 

       

   （ 第 ２ 号 、 第 ３ 号 及 び 第 ２ 項 か ら 第 ６ 項 ま で 省 略 ） 

 （ 退 職 を し た 者 の 退 職 手 当 の 返 納 ） 

第 11 条 の ７  退 職 を し た 者 に 対 し 当 該 退 職 に 係 る 一 般 の 退 職 手 当 等 

の 額 が 支 払 わ れ た 後 に お い て 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と 

き は 、 当 該 退 職 に 係 る 退 職 手 当 管 理 機 関 は 、 当 該 退 職 を し た 者 に 

対 し 、 第 11 条 の ４ 第 １ 項 に 規 定 す る 事 情 の ほ か 、 当 該 退 職 を し た 

者 の 生 計 の 状 況 を 勘 案 し て 、 当 該 一 般 の 退 職 手 当 等 の 額 （ 当 該 退 

職 を し た 者 が 当 該 一 般 の 退 職 手 当 等 の 支 給 を 受 け て い な け れ ば 第 

11 条 の 規 定 に よ る 退 職 手 当 の 支 給 を 受 け る こ と が で き た 者 （ 以 下 

「 失 業 手 当 受 給 可 能 者 」 と い う 。） で あ っ た 場 合 に あ っ て は 、 同 

条 の 規 定 に よ り 算 出 さ れ る 金 額 （ 以 下 「 失 業 手 当 額 」 と い う 。）  

を 除 く 。） の 全 部 又 は 一 部 の 返 納 を 命 ず る 処 分 を 行 う こ と が で き 

禁 錮
こ
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る 。 

(1)  当 該 退 職 を し た 者 が 基 礎 在 職 期 間 中 の 行 為 に 係 る 刑 事 事 件 に 

    拘 禁 刑 
関 し       以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た と き 。 
              

（ 第 ２ 号 、 第 ３ 号 及 び 第 ２ 項 か ら 第 ６ 項 ま で 省 略 ） 

（ 退 職 手 当 受 給 者 の 相 続 人 か ら の 退 職 手 当 相 当 額 の 納 付 ） 

第 11 条 の ９  （ 第 １ 項 か ら 第 ３ 項 ま で 省 略 ） 

４  退 職 手 当 の 受 給 者 が 、 当 該 退 職 の 日 か ら ６ 月 以 内 に 基 礎 在 職 期 

間 中 の 行 為 に 係 る 刑 事 事 件 に 関 し 起 訴 を さ れ た 場 合 に お い て 、 当 

                    拘 禁 刑 
該 刑 事 事 件 に 関 し       以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た 後 に お い て 第 11 条 
                     

の ７ 第 １ 項 の 規 定 に よ る 処 分 を 受 け る こ と な く 死 亡 し た と き は 、 

当 該 退 職 に 係 る 退 職 手 当 管 理 機 関 は 、 当 該 退 職 手 当 の 受 給 者 の 死 

亡 の 日 か ら ６ 月 以 内 に 限 り 、 当 該 退 職 手 当 の 受 給 者 の 相 続 人 に 対 

                                                     拘 禁 刑 
し 、 当 該 退 職 を し た 者 が 当 該 刑 事 事 件 に 関 し       以 上 の 刑 に 処 
                                                     

せ ら れ た こ と を 理 由 と し て 、 当 該 一 般 の 退 職 手 当 等 の 額 （ 当 該 退 

職 を し た 者 が 失 業 手 当 受 給 可 能 者 で あ っ た 場 合 に あ っ て は 、 失 業 

手 当 額 を 除 く 。） の 全 部 又 は 一 部 に 相 当 す る 額 の 納 付 を 命 ず る 処 

分 を 行 う こ と が で き る 。 

  （ 第 ５ 項 か ら 第 ８ 項 ま で 省 略 ） 

 

横 浜 市 退 職 年 金 及 び 退 職 一 時 金 に 関 す る 条 例 （ 抜 粋 ）  

                     上 段  改 正 案    
                    (下 段  現  行) 

 （ 退 隠 料 の 消 滅 事 由 ） 

                     い ず れ か 
第 ５ 条  退 隠 料 を 受 け る 権 利 を 有 す る 者 が 次 の     に 該 当 す る 
                     各 号 の 一 

と き は 、 そ の 権 利 は 消 滅 す る 。 

  （ 第 １ 号 省 略 ） 

禁 錮
こ

 

禁 錮
こ

 

禁 錮
こ
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                 拘 禁 刑       
(2)  死 刑 又 は 無 期 若 し く は ６ 年 以 上 の         に 処 せ ら 

                懲 役 又 は 禁 錮 の 刑 

れ た と き 。 

 （ 第 ３ 号 省 略 ） 

                           拘 禁  
(4)  在 職 中 の 職 務 に 関 す る 犯 罪 （ 過 失 犯 を 除 く 。） に よ り 、 

                          禁 錮 

  刑              た だ し 
以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た と き 。    、 そ の 在 職 が 退 隠 料 を 受 

              但 し 

け た 後 に な さ れ た も の で あ る と き は 、 そ の 再 在 職 に よ っ て 生 じ 

た 権 利 だ け が 消 滅 す る 。 

（ 在 職 年 数 の 除 算 ） 

第 12 条  次 に 掲 げ る 年 月 数 は 、 在 職 年 数 か ら 、 こ れ を 除 く 。 

   （ 第 １ 号 及 び 第 ２ 号 省 略 ） 

(3)  職 員 が 、 退 職 後 、 在 職 中 の 職 務 に 関 す る 犯 罪 （ 過 失 犯 を 除 く 

       拘 禁 刑 
。） に つ い て 、    以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た と き は 、 そ の 犯 罪 
       禁 錮 

の 時 を 含 む 引 き 続 い た 在 職 年 月 数 

（ 退 隠 料 の 失 格 原 因 ） 

        い ず れ か 
第 17 条  職 員 が 次 の     に 該 当 す る と き は 、 そ の 引 き 続 い た 在 
         各 号 の 一 

職 に つ き 、 退 隠 料 を 受 け る 資 格 を 失 う 。 

   （ 第 １ 号 省 略 ） 

      拘 禁 刑 
(2)  在 職 中    以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た と き 。 

    禁 錮 

 （ 退 隠 料 の 停 止 ） 

                   い ず れ か 
第 21 条  退 隠 料 は 、 こ れ を 受 け る 者 が 次 の     に 該 当 す る と き 

                  各 号 の 一 

は 、 そ の 間 、 こ れ が 支 給 を 停 止 す る 。 

   （ 第 １ 号 省 略 ） 

  拘 禁 刑 
(2)     以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た と き は 、 そ の 月 の 翌 月 か ら そ の 

 禁 錮 

   終 わ り                  た だ し 
執 行 を    、 又 は 執 行 を 受 け な く な っ た 月 ま で 。    、 刑 
   終 り                   但 し 

      言 渡 し   
の 執 行 猶 予 の     を 受 け た と き は 、 こ れ を 停 止 し な い 。 そ 
      言 い 渡 し 
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 言 渡 し             取 消 し   
の     を 取 り 消 さ れ た と き は 、     の 月 の 翌 月 か ら 刑 
 言 い 渡 し            取 り 消 し 

    終 わ り 、 
の 執 行 を     又 は 執 行 を 受 け な く な っ た 月 ま で こ れ を 停 止 
    終 り 

す る 。 

   （ 第 ３ 号 省 略 ） 

 

横 浜 市 中 央 卸 売 市 場 条 例 （ 抜 粋 ）  

                     上 段  改 正 案 
                    (下 段  現  行)    

（ 卸 売 業 務 の 許 可 ） 

第 ９ 条  （ 第 １ 項 か ら 第 ４ 項 ま で 省 略 ） 

５  市 長 は 、 第 １ 項 の 許 可 の 申 請 が 次 の い ず れ か に 該 当 す る と き は

、 同 項 の 許 可 を し て は な ら な い 。 

   （ 第 １ 号 か ら 第 ４ 号 ま で 省 略 ） 

(5)  申 請 者 の 役 員 に 、 次 の い ず れ か に 該 当 す る 者 が あ る と き 。 

  （ ア 省 略 ） 

    拘 禁 刑 
  イ     以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た 者 又 は 法 若 し く は 旧 法 の 規 定 

禁 錮      

に よ り 罰 金 の 刑 に 処 せ ら れ た 者 で 、 そ の 刑 の 執 行 を 終 わ り 、 

又 は そ の 刑 の 執 行 を 受 け る こ と が な く な っ た 日 か ら 起 算 し て 

３ 年 を 経 過 し な い も の 

（ ウ か ら キ ま で 及 び 第 ６ 号 か ら 第 11 号 ま で 省 略 ） 

 （ せ り 人 の 登 録 ） 

第 20 条  （ 第 １ 項 か ら 第 ３ 項 ま で 省 略 ） 

４  市 長 は 、 第 １ 項 の 登 録 の 申 請 が あ っ た 場 合 に お い て 、 そ の 申 請

に 係 る せ り 人 が 次 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 そ の 登 録 を し て

は な ら な い 。 

   （ 第 １ 号 省 略 ） 
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   拘 禁 刑 
 (2)     以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た 者 又 は 法 若 し く は 旧 法 の 規 定 に 
   禁 錮 

  よ り 罰 金 の 刑 に 処 せ ら れ た 者 で 、 そ の 刑 の 執 行 を 終 わ り 、 又 は 

  そ の 刑 の 執 行 を 受 け る こ と が な く な っ た 日 か ら 起 算 し て ３ 年 を 

経 過 し な い も の で あ る と き 。 

   （ 第 ３ 号 か ら 第 ６ 号 ま で 、 第 ５ 項 及 び 第 ６ 項 省 略 ） 

 （ 仲 卸 業 務 の 許 可 ） 

第 26 条  （ 第 １ 項 か ら 第 ４ 項 ま で 省 略 ） 

５  市 長 は 、 第 １ 項 の 許 可 の 申 請 が 次 の い ず れ か に 該 当 す る と き は

、 同 項 の 許 可 を し て は な ら な い 。 

   （ 第 １ 号 か ら 第 ３ 号 ま で 省 略 ） 

 (4)  申 請 者 の 役 員 に 、 次 の い ず れ か に 該 当 す る 者 が あ る と き 。 

   （ ア 省 略 ） 

    拘 禁 刑 
  イ     以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た 者 又 は 法 若 し く は 旧 法 の 規 定 

禁 錮      

に よ り 罰 金 の 刑 に 処 せ ら れ た 者 で 、 そ の 刑 の 執 行 を 終 わ り 、 

又 は そ の 刑 の 執 行 を 受 け る こ と が な く な っ た 日 か ら 起 算 し て 

３ 年 を 経 過 し な い も の 

（ ウ か ら オ ま で 及 び 第 ５ 号 か ら 第 ９ 号 ま で 省 略 ） 

 （ 関 連 事 業 の 許 可 ） 

第 37 条  （ 第 １ 項 か ら 第 ３ 項 ま で 省 略 ） 

４  市 長 は 、 第 １ 項 の 許 可 の 申 請 が 次 の い ず れ か に 該 当 す る と き は

、 同 項 の 許 可 を し て は な ら な い 。 

   （ 第 １ 号 省 略 ） 

 (2)  申 請 者 （ 申 請 者 が 法 人 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 そ の 役 員 を 含 

      拘 禁 刑 
む 。） が    以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た 者 又 は 法 若 し く は 旧 法 の 

      禁 錮 

規 定 に よ り 罰 金 の 刑 に 処 せ ら れ た 者 で 、 そ の 刑 の 執 行 を 終 わ り 
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、 又 は そ の 刑 の 執 行 を 受 け る こ と が な く な っ た 日 か ら 起 算 し て 

  ３ 年 を 経 過 し な い も の で あ る と き 。 

   （ 第 ３ 号 か ら 第 ９ 号 ま で 省 略 ） 

 

横 浜 市 生 活 環 境 の 保 全 等 に 関 す る 条 例 （ 抜 粋 ） 

                     上 段  改 正 案     
                   （下 段  現  行)   

                        拘 禁 刑 
第 159 条  次 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 ２ 年 以 下 の    又 は 1,  
                        懲 役 

000,000 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。 

（ 第 １ 号 か ら 第 ３ 号 ま で 省 略 ） 

                       拘 禁 刑   
第 159 条 の ２  次 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 １ 年 以 下 の    又 
                          懲 役 

は 1,000,000 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。 

（ 第 １ 号 及 び 第 ２ 号 省 略 ） 

第 160 条  第 52 条 第 ２ 項 、 第 53 条 第 ２ 項 、 第 54 条 第 ３ 項 、 第 59 条 第 

３ 項 又 は 第 61 条 の ４ 第 １ 項 の 規 定 に よ る 命 令 に 違 反 し た 者 は 、 １ 

    拘 禁 刑 
年 以 下 の    又 は 500,000 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。 
    懲 役 

                        拘 禁 刑 
第 161 条  次 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 ６ 月 以 下 の    又 は 30  
                        懲 役 

0,000 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。 

（ 第 １ 号 及 び 第 ２ 号 省 略 ） 

                       拘 禁 刑 
第 161 条 の ２  次 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 ３ 月 以 下 の    又 
                          懲 役 

は 300,000 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。 

（ 第 １ 号 か ら 第 11 号 ま で 省 略 ） 

 

横 浜 市 斜 面 地 に お け る 地 下 室 建 築 物 の 建 築 及 び 開 発 の 制 

限 等 に 関 す る 条 例 （ 抜 粋 ）  

                     上 段  改 正 案     
                    (下 段  現  行)   
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 （ 罰 則 ） 

                            拘 禁 
第 13 条  第 ９ 条 の 規 定 に よ る 命 令 に 違 反 し た 者 は 、 ６ 月 以 下 の 
                            懲 役 

 刑 
又 は 500,000 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。 

 

 

   横 浜 市 開 発 事 業 の 調 整 等 に 関 す る 条 例 （ 抜 粋 ） 

                     上 段  改 正 案     
                    (下 段  現  行)   

（ 罰 則 ） 

第 42 条  第 39 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 命 令 に 違 反 し た 者 は 、 ６ 月 以 下 

  拘 禁 刑 
 の    又 は 500,000 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。 

懲 役   

   （ 第 ２ 項 省 略 ） 

 

   横 浜 市 屋 外 広 告 物 条 例 （ 抜 粋 ）  

                     上 段  改 正 案     
                    (下 段  現  行)   

 （ 罰 則 ） 

                              拘 禁 刑  
第 54 条  次 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 １ 年 以 下 の    又 は 500,  

                                懲 役  

 000 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。  

   （ 第 １ 号 か ら 第 ３ 号 ま で 省 略 ）  

 

横 浜 市 消 防 表 彰 条 例 （ 抜 粋 ） 

                    上 段  改 正 案 
                    (下 段  現  行) 
             拘 禁 刑 
第 ５ 条  功 労 章 を 有 す る 者 が    以 上 の 刑 に 処 せ ら れ 、 又 は 懲 戒 
             禁 錮 

 処 分 に よ り そ の 職 を 免 ぜ ら れ た と き は 、 功 労 章 を 返 納 さ せ る も の

と す る 。 

 

横 浜 市 消 防 団 員 の 定 員 、 任 免 、 給 与 、 服 務 等 に 関 す る 条 

167



市第118号 

例 （ 抜 粋 ） 

                     上 段  改 正 案 
                    (下 段  現  行) 

 （ 欠 格 条 項 ） 

      い ず れ か 
第 ４ 条  次 の     に 該 当 す る も の は 、 消 防 団 員 と な る こ と が で 

     各 号 の 一 

き な い 。 

   拘 禁 刑                 
 (1)     以 上 の 刑 に 処 せ ら れ 、 そ の 執 行 を 終 わ っ て か ら ２ 年 を 
   禁 錮  

経 過 し な い も の 

   （ 第 ２ 号 省 略 ） 

 （ 失 格 条 項 ） 

            い ず れ か 
第 ５ 条  消 防 団 員 が 、 次 の     に 該 当 す る と き は そ の 身 分 を 失 
            各 号 の 一 

う 。 

   （ 第 １ 号 か ら 第 ３ 号 ま で 省 略 ） 

   拘 禁 刑 
(4)     以 上 の 刑 に 処 せ ら れ 、 そ の 執 行 を 受 け た と き 。 

   禁 錮 

 

横 浜 市 消 防 団 員 に 係 る 退 職 報 償 金 の 支 給 に 関 す る 条 例 （  

抜 粋 ） 

                     上 段  改 正 案 
                    (下 段  現  行) 

 （ 退 職 報 償 金 支 給 の 制 限 ） 

             い ず れ か 
第 ６ 条  退 職 報 償 金 は 、 次 の     に 該 当 す る 者 に 対 し て は 支 給 
             各 号 の 一         

し な い 。 

      拘 禁 刑                 
 (1)  在 職 中    以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た 者 

     

   （ 第 ２ 号 及 び 第 ３ 号 省 略 ） 

   前 ３ 号 
(4)     に 掲 げ る も の の ほ か 、 市 長 が 退 職 報 償 金 を 支 給 す る こ 

   前 各 号 

 と を 不 適 当 と 認 め る 者 

禁 錮
こ
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